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医学部 保健学科（地域看護）卒業研究Ⅱ 
---------------------------------------------------------------------------------------------------- 

１．図書館（医学部分館）の資料配列 

  図書・・・請求記号（分類番号）順に配列・・・NLMC（米国国立医学図書館分類） 

  雑誌・・・タイトル順に配列（和雑誌・洋雑誌ともに、アルファベット順） 

 

２．図書・雑誌 の所蔵の探しかた（OPAC・Webcat） 

■蔵書 OPAC■ 琉大図書館にある資料（図書や雑誌）を検索できる 

 ・検索した結果は、「書名」「所在」「請求記号」をメモしてから実際に本棚で資料を探します。 

  （「所在」の部屋名をクリックすると館内地図が別画面で表示されます。） 

 【演習１】図書名のキーワード「地域 看護」で検索 

 【演習２】雑誌名『看護管理』で検索 

◆ 雑誌所蔵情報の読み方 ◆ 

          所蔵場所      実際に所蔵している巻号。“＋”があると継続中！ 

  

 

 

＜この画面でわかること＞ 

 ・この雑誌の所蔵場所は医学部分館の雑誌室（詳しくは MAP で確認しよう） 

 ・1巻（1991 年）から 12 巻までは揃っているが、13巻は 1号しかない。 

  15 巻以降、現在も続けて購読している。 

     ★ 必要な巻号を所蔵しているか、きちんと確認しよう ★  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【演習３】宇野秀之氏の論文「自然災害時の地域でのこころのケアを考えて」は『地域医学』

(ISSN:09144277)の 19 巻 12 号(2005 年発行)の p.720-725 に掲載されている。琉大図書館でこの

論文を入手することはできるか。 

 
★ ポイント ★  雑誌の所蔵検索 

 

① 雑誌の所蔵検索は、雑誌名もしくは ISSN で検索！ 
② ヒットしたら、所蔵情報をじっくり確認（欲しい巻号は所蔵しているかな？） 

 

【演習４】図書名『地域医療福祉システムの構築』で検索 

 

■全国蔵書 Webcat■ 全国の大学図書館等の所蔵を検索できる 

・琉大で所蔵していない図書を借りたり、雑誌論文のコピーを取り寄せることができます。 

  ※有料。この取り寄せのサービスのことを ILL サービスといいます。 

・県内の大学図書館を訪問して貸出したい場合は「資料借用願」を発行します。事前に琉大図書館 

 カウンターへ申し出てください。 

 

琉球大学附属図書館 （ http://www.lib.u-ryukyu.ac.jp/ ） 



３．雑誌論文 の探しかた（論文データベース） 

  ☆図書館ホームページの「雑誌論文・記事」に琉球大学で利用できるデータベースの一覧があります。 

  ☆同時アクセス数に制限のあるデータベースの場合、利用後は必ず「LOGOUT」をクリックして終了してください。 

① 医中誌 Web 国内で発表される医学、歯学、薬学、及び関連領域の論文が検索できます。 

② PubMed MEDLINE の無料版。海外で発表される医学関連の論文が検索できます。 

③ CiNii 国内で発表される論文（医学薬学・人文社会・科学技術等）が検索できます。 

      一部の無料論文はフルテキストまで入手可能です。 

④ Web of Science 海外で発表される論文（自然科学・社会科学・人文科学）が検索できます。 

医学関係の雑誌も多数含まれています。 

◆医中誌 Web の結果例◆ 
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Ⓐ論文のタイトル

Ⓑ 著者名
 

 

Ⓒ出版事項 

     収載誌に ISSN がある場合に表示され，クリックすると OPAC を検索します。 

     琉大で契約している電子ジャーナルリストへリンク（入手可能年に注意！） 

     文献単位で PubMed とリンクしています。 

     文献単位で電子ジャーナルへリンクしています。 

     琉大で契約している雑誌および無料雑誌についてはフルテキストを入手できます。 

★ ポイント ★  論文検索から入手までの流れ 


